
専用カウンター（別売品）への設置方法

カウンター設置確認１

・ 施工説明書の下記項目を事前にご確認ください。
  １  安全上のご注意
  2  部品の確認および各部のなまえ
  3  施工方法  　３-1  施工前の注意

クリーンドライをマーブライトカウンターとセットで、設置することができます。
品番：MKWB/MKWC（ツインデッキ ボウル一体タイプ） クリーンドライセット用特殊加工品
専用カウンターへの設置方法は、クリーンドライの施工説明書と合わせてご確認ください。
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・ クリーンドライ用のコンセント(定格15A AC125V以上)の設置を確認してください。
１． コンセント

・ ねじが4本取り付いていることを確認してください。
　（前面パネルとカウンター面が、面一であることを確認してください）
  取り付いていない場合は、カウンターに付属の施工説明書を確認し
  ねじを取り付けてください。

2. バックハンガー

  側板に、電源コードを通す貫通穴（φ50以上）を開けてください。
  ※水栓金具の配管などと一緒に電源コードを通さないでください。

・ 側板　穴加工

・ シリコーンコーキングが施されていることを確認してください。
  施されていない場合は、カウンターに付属の施工説明書を確認し
  シリコーンコーキングを施してください。

４. バックハンガーまわりのコーキング

シリコーン
コーキング

裏面へつづく

シールパッキン

・ シールパッキンに浮きやはがれがないことを確認してください。
  浮きやはがれがある場合は、カウンターに付属の施工説明書を確認
  し、正しく貼り付けてください。

３. シールパッキン

（電気温水器と
　連動させる場合のみ）

【事前準備】
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・ 本体背面の電源線引込口から、電源コードを
  引き込みます。
  施工説明書「 ３-２  ４  電源線の引き込み」を
  ご確認ください。

・ 施工説明書「 ３-２   9  表面カバーの取り付け」、「 ３-２  10 側面カバーの取り付け」
　「 ３-２  11  フィルターの取り付け」をご確認ください。

・ 本体を、カウンターに固定しているバックハンガーに
  引っ掛けます。
  ※付属品のベースプレート、タッピンねじ(３本)は
     不要部品となります。

・ 本体に引き込んだ電源コードを端子台に差し込み、固定します。
  施工説明書「 ３-２　７  電源線の接続」「 ３-２   ８  電源線の固定」をご確認ください。

・ 本体の固定方法は、施工説明書
  「 ３-２　6 本体の固定」をご確認ください。

・ 施工説明書「 ３-２   ３  表面カバーの取り外し」をご確認ください。

表面カバーの取り外し1

・ 電源コードは、電源プラグ側をフロントパネル開口部より
  側板の貫通穴に通し、コンセント側へ取りまわします。

試運転
・ 施工説明書「 ４  試運転」をご確認ください。

施工方法２

本体の取り付けと固定4

電源コードの接続と固定5

表面カバー、側面カバー、フィルターの取り付け6

3

バックハンガー
（カウンターに固定）

本体背面
電源線引込口へ

側板 貫通穴

フロントパネル
開口部

電源コード
フロントパネル開口部より
300ｍｍ程度引き出しておいてください

※プラグ付電源コードは、必ず別売品 (品番：TYC502型)を使用してください。

電源コードの取りまわし2

電源コードの引き込み3

参照

・ 電気温水器(別売品)と連動する場合は、機器連動用中継コード(別売品)を同時に引き込んでください。

電気温水器（別売品）の接続方法3-4施工
説明書

警告 設置完了まで電源プラグを差し込まない
感電の原因になります。禁止

 【機器連動の場合】
・ 電気温水器と連動させる場合は、連動用コードを
  側板の貫通穴に通し、フロントパネル開口部より取り出して
  おいてください。
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